
相撲への探求心を失わず、得意のガブリ寄りに
磨きをかけて活躍した琴奨菊

平
成
に
活
躍
し
た
ご
当
所
力
士

琴
奨
菊
の
軌
跡

　

迫
力
満
点
の
ガ
ブ
リ
寄
り
を
武
器
に
活
躍
し
た
琴
奨
菊
。
朝

青
龍
や
白
鵬
ら
に
対
抗
し
、
日
本
出
身
力
士
10
年
ぶ
り
の
優
勝

も
果
た
し
た
人
気
大
関
だ
っ
た
。

　

福
岡
県
柳
川
市
出
身
で
、本
名
は
菊
次
一
弘
。
相
撲
好
き
の
祖

父
が
自
宅
の
庭
に
つ
く
っ
た
土
俵
で
小
3
の
頃
か
ら
汗
を
流
し
、

週
3
回
、
久
留
米
市
の
井
上
道
場
で
も
稽
古
に
励
ん
だ
。
小
学

校
を
卒
業
す
る
と
、実
家
を
離
れ
て
高
知
・
明
徳
義
塾
中
・
高
へ

相
撲
留
学
。
中
3
で
中
学
横
綱
、
高
2
で
国
体
少
年
の
部
を
制

す
な
ど
の
実
績
を
残
す
。

　

高
校
卒
業
後
、佐
渡
ケ
嶽
部
屋
に
入
門
。
平
成
14
年
一
月
場
所
、

琴
菊
次
の
四
股
名
で
初
土
俵
を
踏
ん
だ
。
中
学
時
代
か
ら
の
ラ

イ
バ
ル
で
同
期
生
の
梶
原
、の
ち
の
関
脇
豊
ノ
島
と
競
っ
て
出
世
の

階
段
を
駆
け
上
が
り
、幕
下
時
代
の
平
成
16
年
一
月
場
所
に
琴

奨
菊
と
改
名
以
降
、3
場
所
連
続
勝
ち
越
し
で
、平
成
16
年
七

月
場
所
で
新
十
両
、平
成
17
年
一
月
場
所
で
新
入
幕
。
１
場
所
で

陥
落
し
た
が
、三
月
場
所
、13
勝
2
敗
で
十
両
優
勝
を
手
土
産

に
１
場
所
で
復
帰
を
果
た
す
と
、以
後
は
幕
内
に
定
着
す
る
。

　

東
前
頭
二
枚
目
で
迎
え
た
ご
当
所
の
平
成
18
年
十
一
月
場
所

十
四
日
目
、巨
漢
の
把
瑠
都（
の
ち
大
関
）を
相
手
に
素
早
く
モ
ロ

差
し
に
な
る
と
、腰
を
落
と
し
、
波
が
寄
せ
る
よ
う
に
何
度
も
あ

お
っ
て
出
て
快
勝
。「
稽
古
場
で
も
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」と
い

う
「
ガ
ブ
リ
寄
り
」を
、以
降
、代
名
詞
と
い
え
る
大
き
な
武
器
と

し
た
。
こ
の
場
所
、10
勝
5
敗
で
初
の
三
賞
と
な
る
技
能
賞
を
獲

得
し
、平
成
19
年
三
月
場
所
で
新
関
脇
。
小
結
で
迎
え
た
ご
当

所
の
平
成
19
年
十
一月
場
所
初
日
、優
勝
し
た
横
綱
白
鵬
を
8

度
目
の
対
戦
で
初
め
て
破
り
、9
勝
6
敗
で
2
回
目
の
技
能

賞
。
関
脇
で
迎
え
た
平
成
20
年
三
月
場
所
に
は
優
勝
し
た
横

綱
朝
青
龍
を
8
度
目
の
対
戦
で
初
め
て
破
っ
て
初
の
殊
勲
賞
。

以
降
は
三
役
の
常
連
と
な
り
、稀
勢
の
里
ら
と
と
も
に
次
の
大

関
候
補
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　

関
脇
で
迎
え
た
平
成
23
年
一
月
場
所
、白
鵬
ら
と
優
勝
を

争
い
、幕
内
で
は
初
め
て
11
勝
し
て
3
回
目
の
技
能
賞
に
輝
く

と
、五
月
場
所
は
10
勝
、
七
月
場
所
は
十
一日
目
に
全
勝
の
白

鵬
に
土
を
つ
け
て
11
勝
。
九
月
場
所
は
十
三
日
目
に
1
敗

で
単
独
首
位
の
白
鵬
を
撃
破
。
千
秋
楽
ま
で
2
敗
を
守
っ
て

優
勝
を
争
い
、12
勝
3
敗
の
好
成
績
で
、堂
々
の
大
関
昇
進
を

果
た
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
2
年
後
の
平
成
25
年
十
一
月
場
所
二
日
目
、大
き

な
試
練
に
見
舞
わ
れ
た
。
松
鳳
山
を
押
し
出
し
た
際
に
右
大

胸
筋
断
裂
の
重
傷
。
以
降
、得
意
の
左
四
つ
か
ら
の
寄
り
で
必

要
な
、右
か
ら
相
手
の
左
を
抱
え
込
む
力
が
入
ら
ず
、思
う
よ

う
な
相
撲
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、あ
き
ら
め
ず
に
工

夫
と
努
力
を
重
ね
、
右
四
つへ
の
モ
デ
ル
チ
ェン
ジ
に
成
功
。
さ

ら
に
、平
常
心
を
保
つ
た
め
の
ル
ー
テ
ィ
ン
と
し
て
、
制
限
時
間

いっ
ぱ
い
で
塩
を
取
り
に
い
く
際
に
、背
中
を
大
き
く
後
ろ
に
反

ら
せ
る
動
き
を
取
り
入
れ
た
。
後
に
、フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の

イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
に
因
ん
で「
琴
バ
ウ
ア
ー
」
と
命
名
さ
れ
た
こ
の

動
作
は
、
ガ
ブ
リ
寄
り
と
並
ぶ
琴
奨
菊
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
努
力
が
報
わ
れ
、大
き
な
花
を
咲
か
せ
た
の
が
平
成

28
年
一
月
場
所
。初
日
か
ら
得
意
の
ガ
ブ
リ
寄
り
が
冴
え
、

全
勝
街
道
を
突
き
進
む
。
十
日
目
か
ら
は
鶴
竜
、白
鵬
、日
馬

富
士
と
3
横
綱
を
撃
破
し
た
。
十
三
日
目
に
ラ
イ
バ
ル
豊
ノ
島

に
屈
し
た
が
、
残
り
2
日
間
を
勝
ち
、
悲
願
の
初
優
勝
を
達

成
。
日
本
出
身
力
士
と
し
て
は
平
成
18
年一月
場
所
の
大
関
栃
東

以
来
10
年
ぶ
り
の
優
勝
に
、日
本
中
が
沸
き
立
っ
た
。
場
所
後

に
は
、
祐
未
夫
人
と
挙
式
。
水
郷
の
町
と
し
て
知
ら
れ
る
故
郷

柳
川
で
の
水
上
祝
勝
パ
レ
ー
ド
に
、夫
婦
そ
ろ
っ
て
参
加
し
、笑
顔

を
見
せ
た
。

　

そ
の
後
は
、平
成
29
年
一
月
場
所
を
最
後
に
大
関
か
ら
陥
落
後

も
誠
実
に
土
俵
を
務
め
、同
年
九
月
場
所
で
日
馬
富
士
か
ら
初
金

星
を
獲
得
。
十
両
に
陥
落
し
た
令
和
2
年
十
一月
場
所
中
に
引
退

す
る
ま
で
、相
撲
へ
の
飽
く
な
き
探
求
心
は
い
さ
さ
か
も
衰
え
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
令
和
４
年
10
月
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
に
な
っ

て
い
た
断
髪
式
も
行
い
、佐
渡
ケ
嶽
部
屋
付
き
の
秀
ノ
山
親
方
と

し
て
、第
二
の
琴
奨
菊
を
育
て
る
べ
く
、後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て

い
る
。

令和 4 年 11 月場所 情報誌



優勝決定戦で北の湖を突き出した魁傑 初優勝を果たした魁傑の優勝パレード。旗手は見事な
援護射撃を見せた同じ花籠部屋の輪島

十
一
月
場
所
の
優
勝
力
士

花
籠
部
屋
勢
の
連
携
で
、鮮
や
か
な
逆
転
優
勝

昭
和
49
年
十
一
月
場
所
優
勝

魁
傑
（
西
張
出
小
結
　
12
勝
3
敗
）

　

戦
後
初
の
福
岡
で
の
本
場
所
と
な
っ
た
昭
和
32
年
十
一
月
場

所
以
来
、17
年
に
わ
た
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
天
神
の
福

岡
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
別
れ
を
告
げ
、薬
院
の
九
電
記
念
体
育

館
へ
会
場
を
移
し
て
行
わ
れ
た
昭
和
49
年
十
一
月
場
所
、大
方
の

予
想
は
、「
輪
島
の
3
連
覇
か
、北
の
湖
の
横
綱
初
優
勝
か
」だ
っ

た
。

　

北
の
湖
は
こ
の
年一月
場
所
、関
脇
で
初
優
勝
し
て
大
関
に
昇

進
。
大
関
2
場
所
目
の
五
月
場
所
で
も
優
勝
し
、七
月
場
所
は

優
勝
同
点
で
、場
所
後
に
史
上
最
年
少
の
21
歳
2
カ
月
で
横
綱

に
昇
進
。
角
界
を
背
負
う
大
横
綱
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
北
の
湖
に
大
き
な
壁
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た

の
が
、先
輩
横
綱
の
輪
島
だ
。
七
月
場
所
は
、1
敗
で
単
独
首

位
の
北
の
湖
と
1
差
で
迎
え
た
千
秋
楽
、本
割
、決
定
戦
と
い
ず

れ
も
下
手
投
げ
で
裏
返
し
に
し
て
逆
転
優
勝
。
九
月
場
所
も
新

横
綱
北
の
湖
と
の
争
い
を
制
し
て
2
連
覇
を
果
た
し
て
い
た
。

　

こ
の
年
、こ
こ
ま
で
の
5
場
所
で
輪
島
が
優
勝
3
回
、北
の
湖

が
優
勝
2
回
。
一
年
納
め
の
十
一
月
場
所
で
も
両
横
綱
の一
騎
打

ち
と
み
ら
れ
た
優
勝
争
い
は
、意
外
な
展
開
と
な
っ
た
。
東
横

綱
輪
島
が
、中
盤
に
ま
さ
か
の
3
連
敗
。
九
日
目
ま
で
に
4
敗

を
喫
し
、
早
々
に
脱
落
し
た
の
だ
。
こ
う
な
れ
ば
本
命
は
西
横

綱
北
の
湖
。
こ
の
時
点
で
す
で
に
2
敗
を
喫
し
、首
位
と
は
い

え
東
大
関
貴
ノ
花
、西
小
結
若
三
杉
、西
張
出
小
結
魁
傑
、
東

前
頭
八
枚
目
金
城
、西
前
頭
十
枚
目
福
の
花
の
5
人
に
並
ば
れ

て
い
た
も
の
の
、ラ
イ
バ
ル
た
ち
は
日
を
追
う
ご
と
に
1
人
、ま

た
1
人
と
脱
落
し
、千
秋
楽
を
迎
え
た
時
点
で
は
北
の
湖
が

2
敗
で
単
独
首
位
に
立
っ
て
い
た
。

　

3
敗
で
追
う
2
人
の
う
ち
、若
三
杉
は
東
関
脇
大
受
に
敗
れ

て
優
勝
の
可
能
性
が
消
え
た
も
の
の
、魁
傑
は
福
の
花
に
勝
っ

て
望
み
を
つ
な
ぐ
。
そ
し
て
、
結
び
の一
番
、
勝
て
ば
優
勝
と
い

う
北
の
湖
に
、ま
た
も
輪
島
が
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
こ
の
場
所
は

こ
こ
ま
で
8
勝
6
敗
と
不
振
の
輪
島
だ
が
、
こ
の一
番
に
は
奮
い

立
つ
理
由
が
あ
っ
た
。
3
敗
を
守
っ
て
決
定
戦
の
望
み
を
つ
な
い

だ
魁
傑
は
同
じ
花
籠
部
屋
。
援
護
射
撃
を
と
の
思
い
を
力
に

変
え
た
輪
島
は
北
の
湖
を
翻
弄
し
、
切
り
返
し
で
勝
利
す
る
。

優
勝
の
行
方
は
、
北
の
湖
と
魁
傑
、3
敗
同
士
の
決
定
戦
に
も

つ
れ
こ
ん
だ
。

　

こ
う
な
る
と
、勢
い
に
乗
る
魁
傑
が
有
利
。
し
か
も
、両
者
は

こ
の
場
所
、七
日
目
に
顔
が
合
い
、魁
傑
が
北
の
湖
を
上
手
投
げ

で
破
っ
て
い
る
。
決
定
戦
で
は
北
の
湖
の
突
っ
張
り
を
魁
傑
が
冷

静
に
あ
て
が
っ
て
突
き
返
し
、
引
き
に
乗
じ
て
突
き
出
す
会
心

の
相
撲
で
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
優
勝
パ
レ
ー
ド
の
助
手
席
に
は
、

援
護
射
撃
を
果
た
し
て
旗
手
を
務
め
る
輪
島
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

魁
傑
は
こ
の
時
、日
大
柔
道
部
を
中
退
し
て
の
入
門
か
ら
約

8
年
後
の
26
歳
。
幕
内
4
場
所
目
の
昭
和
47
年
三
月
場
所
、

12
勝
3
敗
で
長
谷
川
と
の
決
定
戦
に
進
出
し
て
注
目
さ
れ
、
三

役
に
定
着
。
大
関
候
補
と
い
わ
れ
な
が
ら
あ
と
一
歩
の
壁
を
破
れ

ず
、輪
島
、貴
ノ
花
、
北
の
湖
に
先
を
越
さ
れ
て
い
た
。
直
前
の

九
月
場
所
は
東
張
出
関
脇
で
7
勝
8
敗
。
西
張
出
小
結
で
迎

え
た
十
一
月
場
所
も
、滑
り
出
し
は
1
勝
2
敗
と
芳
し
く
な
か
っ

た
が
、七
日
目
に
北
の
湖
を
破
っ
て
波
に
乗
っ
た
。
2
敗
で
首

位
を
並
走
し
続
け
て
迎
え
た
十
四
日
目
は
、重
圧
に
耐
え
か
ね

て
東
前
頭
九
枚
目
大
鷲
の
小
手
投
げ
に
屈
し
、一
歩
後
退
し
た

が
、千
秋
楽
は
立
ち
直
り
、同
僚
・
輪
島
の
援
護
も
受
け
て
の
、

鮮
や
か
な
逆
転
優
勝
だ
っ
た
。
殻
を
破
っ
た
魁
傑
は
、
翌
場

所
の
昭
和
50
年
一
月
場
所
も
11
勝
4
敗
の
好
成
績
で
、場
所
後

に
念
願
の
大
関
に
昇
進
す
る
。

　

対
照
的
に
、悔
し
い
思
い
を
し
た
北
の
湖
。
じ
つ
は
九
月
場
所

で
も
、1
敗
で
単
独
首
位
の
横
綱
輪
島
を
1
差
で
追
っ
て
い
た

十
四
日
目
、
輪
島
と
同
じ
花
籠
部
屋
の
龍
虎
に
不
覚
を
取
っ
て

優
勝
を
逃
し
て
い
た
。
2
場
所
連
続
で
花
籠
部
屋
勢
の
連
携

の
前
に
苦
杯
を
嘗
め
た
北
の
湖
だ
が
、こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
昭

和
50
年
一
月
場
所
で
は
念
願
の
横
綱
初
優
勝
を
果
た
し
、

大
横
綱
へ
の
階
段
を
一
歩
ず
つ
上
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

軍
配

　

勝
負
が
つ
い
た
際
、
行
司
が
勝
っ
た
力
士
の
方
屋
（
東
方
ま
た
は

西
方
）に
あ
げ
る
軍
配
は
、も
と
も
と
中
国
風
の
団
扇
で
あ
る
唐
団

扇
を
、戦
国
時
代
に
武
将
が
軍
を
指
揮
す
る
際
に
使
っ
た
も
の
で
、

「
軍
配
団
扇
」や「
団
扇
」と
も
い
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
相
撲

を
描
い
た
絵
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、当
時
か
ら
広
く
用
い
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

材
料
は
け
や
き
、樫
、紫
壇
な
ど
で
、幕
下
格
以
下
の
行
司
は
木
目

の
も
の
、十
両
格
以
上
の
行
司
は
漆
を
塗
っ
た
も
の
が
一
般
的
だ
。
形

は
ひ
ょ
う
た
ん
形
と
た
ま
ご
形
が
あ
る
が
、現
在
は
ほ
と
ん
ど
が
た

ま
ご
形
。
柄
の
部
分
に
つ
け
る
房
の
長
さ
は
約
3.6
メ
ー
ト
ル
。房
の
色

は
行
司
の
格
に
よ
っ
て
異
な
り
、立
行
司
木
村
庄
之
助
は
総
紫
、式

守
伊
之
助
は
紫
白
、三
役
格
は
朱
、幕
内
格
は
紅
白
、十
両
格
は
青

白
、幕
下
格
以
下
は
黒
又
は
青
と
な
る
。

　

昇
進
の
お
祝
い
な
ど
で
師
匠
や
後
援
者
な
ど
か
ら
新
た
な
軍
配
を

贈
ら
れ
る
ほ
か
、長
年
使
っ
て
き
た
軍
配
に
、新
た
に
銀
細
工
な
ど
を

施
す
こ
と
も
あ
る
。
絵
柄
に
決
ま
り
は
な
く
、家
紋
や
縁
起
の
良
い

図
柄
が
描
か
れ
た
り
、漢
詩
が
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
木
村
庄
之

助
や
式
守
伊
之
助
な
ど
、由
緒
あ
る
行
司
に
は
代
々
受
け
継
が
れ
る

軍
配
が
あ
り
、「
譲
団
扇
」
と
呼
ば
れ
る
。

木村庄之助の譲団扇。天保年間から150年以上、受け継がれている。
「知進知退 随時出處」は「進むを知って、退くを知る、いつでもどこでも」
という意味。

令和 4 年 11 月場所 情報誌


